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スギモク CoccoρhoraLangsdorfii，ヒパツノマタ Fucusevanescens， 

フνスジモク Sargassum confusumなどの匹形成にあたっては，まずはじ

めに各種の物質に対して特に透過性の大さいところが出現し，その部分が基

部となって， ここに仮根形成が行なわれることはすでに知られている(中沢

1953 a， b， 1955 a， b， 1957 a， b，図 1a-c)，。 この事実は匹の基部から頂部

に向ってしだいに減少する透過性勾配が存し，それが匪の形態分化と何らか

の密接な関係をもっととを示している。この勾配を匹のより後の段階まで迫

跡した結果新しい事実がわかったのでこれを報告する。

実験材料は 1956年 4月に浅虫で採集し， 人工受精後山形大学の実験室

議 1 スギモク怪の生体染色

発 生 段 階
仮根伸長期 仮根伸長停止期 生長点分化期

色 索 仮 基 頂 仮 基 頂 仮 基 頂 生
長

根 部 部 根 部 部 根 部 部 点

Auramin + 十 一 + + 一 + + + ++ 

Brilliant green + + 一 一 一 一 ++ ++ 

Congo red +*十骨一 一 一 一 +持 +* +袋持+*喬

Erythrosin + 十 一 + 一 + + 十 十

Janus gre四 + + 一 + + + 十 + 制+ 特骨

Methylene blue + + 一 一 一 ー 一 4+ +ト

Neutral red + + 一 一 一 一 一 骨+ 付4ト

Safranin 十 + 一 + + 一 + + + + 
Toluidin blue 一 一 一 一 一 一 一 骨骨 特争

伽，trol 一一一|一一一 I-
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表 2 スギモク怪の固定後における染色

発 生 段 階

仮根伸長期 仮根伸長停止期 生長点分化期

色 索 仮 基 頂 仮 基 頂 仮 基 頂 生
長

根 部 部 根 部 部 根 部 部 点

Auramin 十 一 十 +子

Brilliant green ベトト 一 4+ +ト

Congo red 十舎を 十舎を 十*
一 +勢ー卜"十勢十.~

Erythrosin 十 寸ー 一 寸ー 十

Janus green 十 一 一 寸ー +ト

Methylene blue 一 キト 十ト

Neutral red 十 十 一 一 一 一 +ト +-ト

Safranin 十 一 一 一 十ト

Toluidin blue 十 一 一 一 +ト +ト

control 一一一|一一一|一一

で培養した CoccoρhoraLangsdor.fi(の脹で，受精後に形態的iill.d1が現われ

るころから幼伍の頂部近くに生長点の分イじするまでの各段階を表 1および衣

2にみる各種の色素溶液で染色し，透過性勾配を推定した。色素はまず蒸溜

水にとかした 1%原液をつくり，

これを pH8.2の海水 10ccに各 1

滴ずつの割合でうすめて使用した。

材料は生体のまま，または 10%

ブォノレマリシで固定してから色素

溶液に浸演し， 1-2時間たって観

祭した。

実験によると，卵割開始後に

仮根伸長の段階に至るまでは，前 第1図 Brilliantgreen によるスギモク幼

の実験 (1953，1955 a， b， 1957 a) 底の生体染色(模式図)

とひとしく基部にはじまって頂部 a)極性分化以前， b)極性分化初期， c)仮
根形成期， d)仮根伸長停止期， e}生長点

に向う透過性勾配がみられた(図 分化期.ap，頂部 bs，丞部 m，生長点.

1 b， c). 仮棋が十分に伸長して 点々は染色を示す。
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しまうとこの勾配が消えて染色性が低下じ脹全体はー様に染色されるように

なる(図 1d)，。ついで頂部から少しはずれたところに生長点が分化する段階

になると以前とは反対に，頂部および生長点から基部に向って減少する逆の

透過性勾配があらわれる(表 1，2，図 1e). またこの現象は，固定材料でも

生体でもみられることは Helod仰の葉(DRAWERT 1938)， νダの前葉体

(REUTER 1953，伊倉1954)におけると同様である。言いかえると，スギモク、

の脹では最初に基部が仮根として仲良し，同時に基部→頂部向きの透過性勾

配があらわれる.仮根の仲良が中止するとこの勾配が消え，やがて頂部近く

に生畏点が分化すると同時に基部←頂部・生長点という前と逆方向の勾配が

生じてくる。とのようにして形態分化は透過性勾配と密接に関連している。

しかし匪の形態的な極性は透過性勾配が逆転してもこれにともなって乱れ，

または逆転することはない。

Resume 

Embryos of Cocc叩horaLangsdor fii， a fu巴oid，were stained wiぬ various
dy飽 vitallyand after being fixed with formalin. As a result， a perm曲 bility
gradient from the base to the apex， was revealed before the end of the rhizoid 
elongation st昭 'e. The gradient diminishes with cease of the rhizoid elongation. 
A new re¥'ersal gradient appears with出emeristem differentiation from the 
apex and the meristem to the base of the embryo. Thus the permeability is 
much related to the morphogenesis. 
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